
1

第 138 号
令 和 ７ 年 ４ 月  発 行

発行　小 　 谷 　 村 　 議 　 会
編集　議 会 広 報 委 員 会
長野県北安曇郡小谷村 〒399-9494

TEL 0261-82-2001
FAX 0261-82-2232

印刷　株 式 会 社 プ ラ ル ト

3月定例会承認・議決結果 ……⑤

一般質問 ……⑧～⑪

どうなる小谷村の公共交通 ……………⑭～⑮

議会活動報告・表紙のひと・編集後記 ……⑯

令和7年度予算……②～④

村有施設のあり方  “Ｓ”ウェルネスクラブ小谷を考える! …⑫～⑬
YouTube

《一般質問》
動画配信

はじめました！ 
議員から見たポイント！…⑥～⑦

毎日小中学生の登校を優しく見守る光景です！
新しいランドセルを背負った新1年生を導く上級生！

元気に遊び　たくさん学び　充実した学校生活を期待します！

新たな生活が始まります！



2

７
年
度
予
算

予算特別委員会では議案の修正を意見！
　３月定例会において、当初提出された一般会計予算は、歳入歳出で44億８０００万円でありました。予算
特別委員会では、事業の概要や予算の説明から次の2事業に関しては、修正すべきと判断しました。
①民間賃貸住宅等建築改築補助金　　②おたり観光みらいづくり補助金
この2つの補助金においては、補助事業の目的が不明確なこと、補助要綱が未整備なことなどから予算を修
正すべき意見が全委員から提案されました。
最終的に村は、委員会指摘の2事業を削減し、原案より３１００万円減額した訂正案が提出され承認を得ました。

円
の
増
、
地
方
交
付
税
も

１
億
１
０
０
０
万
円
増
、
対
し

て
県
補
助
金
は
５
６
０
０
万
円

の
減
、
村
債
（
借
入
金
）
も

６
８
０
０
万
円
減
額
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
が

１
億
８
６
０
０
万
円
増
、
民
生

費
、
消
防
費
も
そ
れ
ぞ
れ
３
０�

０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
反
対
に
、
農
林
水
産
業
費

１
億
７
６
０
０
万
円
、
土
木
費

１
億
２
２
０
０
万
円
が
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
状
況

は
、
総
務
費
が
前
年
比
33
％
増
、

主
に
人
件
費
及
び
庁
舎
に
お�

け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
の
更
新
な
ど
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
業
費
で

30
％
、
土
木
費
15
％
と
前
年
比

よ
り
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
国
庫
補
助
金
を
伴
う

事
業
の
縮
小
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

村
債
残
高
と
ふ
る
さ
と
応
援
金

活
用
事
業

　

村
債
の
残
高
は
、
令
和
６
年

度
末
見
込
み
51
億
円
、
前
年
度

と
比
較
し
、
３
億
７
０
０
０
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
活
用
し
、

12
事
業
１
億
４
０
０
０
万
円
の

事
業
を
予
定
し
、
う
ち
１
億�

２
６
０
０
万
円
を
基
金
か
ら
繰

入
れ
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は

前
年
度
同
規
模
の

�

44
億
円

　

一
般
会
計
は
前

年
並
み
の
44
億

円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
に
お
い

て
は
、
個
人
住
民

税
が
所
得
の
増
加

か
ら
約
８
０
０
万

※注）公営企業会計（簡易水道・下水道）は、収益的・資本的収支の当初予算額合計である。

４４億４９００万円４４億４９００万円

５３億９９７４万円５３億９９７４万円

一般会計

全会計総額

前年度比２８００万円↓　0.63%↓

前年度比３９３０万円↓　0.72%↓

令和７年度の当初予算令和７年度の当初予算 　令和７年度の一般会計、特別会計、企
業会計の当初予算が、３月定例会の本
会議に提案され、予算特別委員会を設
置し、委員会に審査が付託されました。

　４日間における審査の結果、予算の一 
部を修正すべき意見が提案されました。
しかしながら、定例会の最終日に、小谷
村長より一般会計について訂正案が提出 
され、本会議にて受理しました。訂正案
を再審議し、訂正案含むすべての予算案
を可決しました。

区 分 予算額（千円） 比 較 予 算 の 傾 向

一
般
会
計

議会費 55,600 1.6%↑
令和６年度と比較し、給与改定に
より人件費が10％の増加、業務遂
行のための消費的経費である物件
費 も20 ％ 増 加 し て い る。 逆 に 普
通 建 設 事 業 費 は38 ％ 減 少。 橋 梁
工事、農林関連工事予算が激減し
３億４０００万円余りが減少されて
いる。通常の維持管理に関する費
用が増大していること、投資的な
建設事業の計画は大きく削減され
た予算編成である。

総務費 747,632 33.2％↑
民生費 471,434 7.0%↑
衛生費 321,451 3.2%↑
農林水産費 420,381 29.5%↓
商工費 456,381 2.4%↓
土木費 716,963 14.6％↓
消防費 188,394 23.8%↑
教育費 510,375 1.7%↑
公債費 553,334 1.8%↑

特別会計 511,700 2.3％↑ 国保・診療所・後期高齢者の特別会
計。社会保障費が増加傾向にある。

公営企業会計 439,044 4.9%↓ 上下水道事業の企業会計。長野県発
注工事に伴う移設関連工事が減少。
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７
年
度
予
算

　予算規模44億円であるが、人件費など経常経費が高騰してとても厳しい
村政の運営になります。その中でも、各項目における新規事業や主となる
事業をピックアップ。

公
用
車
購
入
・
車
庫
建
設

�

３
１
８
２
万
円

　

公
用
車
２
台
の
更
新
と
雨
中

バ
イ
パ
ス
工
事
に
よ
り
撤
去
し
た

公
用
車
専
用
車
庫
を
建
築
す
る
。

長
野
県
防
災
行
政
無
線
設
備

更
新
負
担
金�

１
９
１
９
万
円

　

災
害
時
の
緊
急
連
絡
無
線
の

整
備
更
新
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

�

８
３
５
万
円

　

障
が
い
者
の
居
場
所
や
活
動

の
拠
点
を
設
置
、
労
協
な
が
の

へ
委
託
し
活
動
支
援
を
行
う
。

道
路
補
修
・

�

生
活
関
連
緊
急
整
備
事
業

�

１
億
４
５
０
０
万
円

　

村
道
の
補
修
工
事
、
村
有
施

設
の
修
繕
な
ど
の
工
事
を
行
う
。

路
面
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
を
中
心

と
し
た
舗
装
工
事
12
か
所
と
生

活
に
密
着
す
る
道
・
建
物
を
補

修
す
る
生
活
関
連
工
事
を
23
か

所
を
予
定
。

小
学
校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事

�

２
５
０
０
万
円

　

小
学
校
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
工
事
を
行
う
。
主
に
教

室
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う
。

小
中
学
校
学
習
用

�

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

�

１
３
５
０
万
円

　

現
在
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
認
証

期
限
切
れ
に
よ
り
新
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
す
る
。

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
構
築

�

１
億
３
９
７
１
万
円

　

村
所
有
の
情
報
デ
ー
タ
通

信
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を�

行
う
。（
戸
籍
住
民
関
連
シ
ス
テ

ム
含
む
）

診
療
所
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事

�

１
０
５
６
万
円

　

小
谷
村
診
療
所
の
照
明
器
具

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
工
事
を
行
う
。

若
者
ふ
れ
あ
い
事
業

�

90
万
円

　

若
者
交
流
の
場
を
提
供
、
夏

冬
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
に
よ
り
出

会
い
の
場
を
創
設
。

土
谷
地
区
移
住
促
進
住
宅

�

４
６
０
０
万
円

　

移
住
促
進
の
た
め
、
土
谷
地

区
の
村
有
地
に
移
住
促
進
住
宅

を
建
設
。
家
族
向
け
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
棟
を
予
定
。
地
域
住
民
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
移
住
者
支

援
を
行
う
。

白
馬
高
校
支
援

�

４
７
２
０
万
円

　

地
域
の
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
地
域
と
共
に
歩
む
高
校
と

し
て
の
充
実
を
図
る
。

庁
舎
機
能
の
充
実

社
会
福
祉
の
充
実

生
活
環
境
の
充
実

教
育
環
境
の
充
実

長野県と小谷村をつなぐ防災無線

おたりつぐらのスペースへ活動拠点が設置される

穴ぼこが目立つ村道

教育環境の向上もデジタル技術が使われる

令和７年度
小谷村の大事な予算をどのように使うのか？
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７
年
度
予
算

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
プ
ー
ル
の
水

温
が
低
い
原
因
を
し
っ
か
り

調
査
す
べ
き
で
は
？

熱
交
換
の
不
具
合
調
査
を
秋

以
降
行
う
予
定
。

診
療
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
、
休

診
を
極
力
せ
ず
に
実
施
を
？

工
事
工
程
な
ど
調
整
し
、
休

診
の
な
い
計
画
と
す
る
。

（
工
事
費
約
１
１
０
０
万
円
）

医
療
費
削
減
の
た
め
に
、特
定

検
診
の
積
極
的
呼
び
か
け
は
？

現
在
検
診
率
は
60
％
、
特
定

検
診
を
受
診
す
る
よ
う
村
民

に
積
極
的
に
声
が
け
す
る
。

�

（
検
診
費
５
０
０
万
円
）

稼
働
率
は
約
98
％
、
入
居
理

由
は
不
明
で
あ
る
が
、
希
望

者
は
多
い
。

�（
家
賃
収
入
約
１
５
０
０
万
円
）

観
光
客
が
増
加
傾
向
で
あ
る

が
、
水
道
の
収
入
は
？

前
年
よ
り
増
加
傾
向
で
あ

る
。（
冬
期
は
月
１
０
０
万

円
ア
ッ
プ
）

小
谷
村
の
下
水
道
管
の
耐
用

年
数
や
対
応
は
？

管
路
は
耐
用
年
数
に
達
し
て

い
な
い
が
、
不
具
合
等
あ
れ

ば
直
ち
に
対
応
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
予
算
減
の

理
由
は
？

経
費
見
直
し
が
理
由
。

部
活
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

状
況
は
？

令
和
８
年
度
か
ら
中
学
校

の
部
活
動
が
地
域
へ
移
管
さ

れ
る
予
定
。
現
在
対
応
を
協�

議
中
。

土
地
改
良
事
業
、
林
道
事
業

の
工
事
予
算
が
？

令
和
７
年
度
は
予
算
計
上
し

て
い
な
い
。
補
修
等
は
直
営

で
実
施
予
定
。

土
谷
地
区
で
移
住
促
進
住
宅

を
新
築
す
る
理
由
は
？

地
域
の
要
望
と
土
谷
地
区
に

は
、
住
宅
に
利
用
で
き
る
中

古
物
件
が
な
い
。

�

（
約
４
５
０
０
万
円
）

村
営
バ
ス
等
公
共
交
通
の
予

算
、
国
か
ら
支
援
と
安
価
に

す
る
対
策
は
？

国
か
ら
交
付
税
約
５
０
０
０�

万
円
。
経
費
削
減
の
対
策
は

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
約
１
億
３
３
０
０
万
円
）

村
営
住
宅
の
稼
働
率
と
入
居

希
望
者
の
状
況
は
？

キ
ッ
ズ
ワ
イ
ル
ド
事
業
の
内

容
か
ら
事
業
者
が
自
ら
行
う

事
業
へ
移
行
す
る
べ
き
で
あ

る
が
？

今
後
、
事
業
者
の
独
自
事
業

へ
の
移
行
も
し
て
い
く
。
参

加
費
は
値
上
げ
も
検
討
。

�
（
約
３
０
０
万
円
）

滞
納
整
理
の
た
め
の
、
裁
判

所
へ
の
申
し
立
て
と
は
？

滞
納
税
の
請
求
者
が
い
な
い

場
合
に
財
産
管
理
人
の
選
任

を
申
し
出
る
。

�

（
約
１
０
０
万
円
）

財
源
確
保
の
た
め
、
入
湯
税

を
他
市
町
村
並
み
に
課
税
し

な
い
か
？

社
会
情
勢
か
ら
改
正
し
な

い
。（
小
谷
村
の
条
例
は
近

隣
自
治
体
よ
り
50
円
安
い
）

企
画

税
務

農
林
係

建
設
係

水
道
係

住
民
係

職
員
研
修
費
の
内
容
は
？

毎
年
職
員
を
海
外
研
修
へ
参

加
さ
せ
て
い
る
。（
約
50
万
円
）

村
長
車
を
更
新
す
る
の
か
？

現
在
平
成
25
年
車
、
修
理
等

が
高
額
の
た
め
で
あ
る
。

�

（
約
７
０
０
万
円
）

７
年
豪
雨
災
害
か
ら
30
年
、

ど
ん
な
事
業
を
計
画
？

既
存
の
写
真
、
ビ
デ
オ
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
委
託
。
ま
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
計
画
し
て�

い
る
。�

（
約
１
０
０
万
円
）

庁
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
は
、国
の
支
援
あ
る
の
か
？

国
か
ら
約
１
億
円
、
残
り
は

村
の
負
担
。

��

（
約
１
億
５
０
０
０
万
円
）

Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ａ

ＡＡＡ

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡ

ＡＡＡＡ

こ
の
予
算
の
内
容
は
？

�

何
を
す
る
の
？

● 
予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

観
光
商
工
係

教
育
委
員
会

健
康
推
進
係

集
落
支
援
係

診
療
所

庶
務
係
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３
月
定
例
会

３月定例会承認・議決結果３月定例会承認・議決結果
◇ ３月定例会　承認・議決結果

番号 件　　　名 審 議 結 果

議案第３号 令和６年度小谷村一般会計補正予算（第８号） 可　　決

議案第４号 令和６年度小谷村国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可　　決

議案第５号 令和６年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第５号） 可　　決

議案第６号 令和６年度小谷村簡易水道事業会計補正予算（第４号） 可　　決

議案第７号 小谷村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第９号 小谷村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する
条例について 可　　決

議案第10号 小谷村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第11号 小谷村国民健康保険診療所使用料等徴収条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第12号 小谷村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例について 可　　決

議案第13号 小谷村簡易水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の
一部を改正する条例について 可　　決

議案第14号 令和７年度小谷村一般会計予算 可　　決

議案第15号 令和７年度小谷村国民健康保険特別会計予算 可　　決

議案第16号 令和７年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計予算 可　　決

議案第17号 令和７年度小谷村後期高齢者医療特別会計予算 可　　決

議案第18号 令和７年度小谷村簡易水道事業会計予算 可　　決

議案第19号 令和７年度小谷村下水道事業会計予算 可　　決

議案第20号 大町市及び小谷村における北アルプス連携自立圏形成に係る連携協約の一部を
変更する協約の締結の協議について 可　　決

議案第21号 小谷村社会福祉施設・観光交流施設の指定管理者の指定について 可　　決

議案第22号 伊折農山村体験交流施設の指定管理者の指定について 可　　決

議案第23号 小谷村健康保険条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第24号 小谷村健康保険税条例の一部を改正する条例について 可　　決

◇ 議員による発議
番号 件　　　名 審 議 結 果

発議第１号 小谷村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について 可　　決
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議
員
の
ポ
イ
ン
ト

小谷村政
議員から見たポイント！
小谷村の課題って？たくさんあります。転出に歯止めがかかりません！
さらに人口減から地域そのものの衰退！
人件費や物価の高騰だって深刻です。そして何より税収増加が見込めず
財政難の状況。でも前に向かないと、チャレンジしないと何も始まりま
せん。それぞれの議員が村民の期待と村に必要な施策を掲げました！

活
気
あ
る
観
光
地
を
！

魅
力
あ
る
村
づ
く
り

集
落
営
農
に
よ
る
地
域
づ
く
り

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

事
業
者
支
援
の
充
実

地
域
の
文
化
継
承

森
林
環
境
譲
与
税
と
獣
害
対
策

地
域
で
移
住
サ
ポ
ー
ト

小
谷
に
し
か
な
い
貴
重
な
資
源
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
最
大
限
活
用
す
る
。

農
地
を
守
る
・
活
か
す
取
組
は
必
要
不
可
欠
。

地
域
で
協
力
、
地
域
間
で
連
携
す
る
人
づ
く
り
と
地
域

づ
く
り
。

こ
の
村
の
産
物
を
大
事
に
そ
し
て
継
承
す
る
。

子
ど
も
達
に
対
し
て
も
食
育
か
ら
の
地
産
地
消
を
拡
大
。

小
谷
村
ら
し
い
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
。

｢

お
た
り｣

の
温
か
み
の
あ
る
観
光
地
を
築
く
。

村
内
事
業
者
の
事
業
継
承
が
切
実
な
課
題
で
あ
る
。

若
い
人
が
小
谷
村
で
事
業
を
し
た
く
な
る
環
境
が
必
要
。

小
谷
村
の
伝
統
・
文
化
を
守
っ
て
い
く
。

保
存
・
継
承
は
今
後
の
小
谷
村
の
財
産
と
な
る
。

獣
害
対
策
の
た
め
の
積
極
的
な
緩
衝
帯
の
整
備
。

地
域
と
と
も
に
税
の
有
効
活
用
。

移
住
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
地
域
を
創
出
。

地
域
で
盛
り
上
げ
る
移
住
施
策
の
実
現
。

横 

澤
　
　
匠

柴
田

　
友
造

清
水

　
秀
雄

田
原

 

富
美
子
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議
員
の
ポ
イ
ン
ト

子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

遊
休
農
地
に
さ
せ
な
い
体
制
の
確
立

観
光
地
の
今
後
の
あ
り
方

充
実
し
た
社
会
福
祉
の
実
現

高
校
生
活
の
充
実
を
求
め
て

南
小
谷
駅
周
辺
の
活
性
化

拠
り
所「
お
た
り
つ
ぐ
ら
」

地
域
に
役
立
つ
公
共
交
通

公
益
的
施
設
の
充
実
と
整
備

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
期
待

物
価
高
で
も
安
心
で
き
る
生
活

共
に
考
え
、
力
を
合
わ
せ
る
村

子
ど
も
達
に
多
く
の
体
験
を
！

ス
ポ
ー
ツ
事
業
も
教
育
、
子
育
て
の
一
環
と
し
て
。

小
谷
村
の
農
地
を
守
る
、
維
持
す
る
。

農
地
が
あ
っ
て
の
小
谷
村
。｢

農
地
の
守
り
人｣

設
置
。

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
観
光
地
に
な
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
の
観
光
産
業
に
つ
い
て
考
え
る
。

｢

福
祉｣

と
い
う
言
葉
の
範
囲
は
と
て
も
広
い
。

目
標
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
村
民
の
幸
せ
！

通
学
に
不
利
と
は
言
わ
せ
た
く
な
い
！

充
実
し
た
高
校
生
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

地
方
創
生
を
合
い
言
葉
に
建
設
。

住
民
の
た
め
地
域
の
た
め
の
可
能
性
を
探
る
。

誰
も
が
有
意
義
と
考
え
る
交
通
体
制
の
確
立
に
向
け
て

小
谷
村
に
適
し
た
公
共
交
通
対
策
を
進
め
る
。

訪
問
客
へ
の
配
慮
と
快
適
な
環
境
づ
く
り
。

公
衆
ト
イ
レ
の
清
潔
さ
と
安
心
し
て
往
来
で
き
る
道
路
の

充
実
。

障
が
い
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
社
会
生
活
に
か
か
わ

り
な
が
ら
、
小
谷
な
ら
で
は
の
活
動
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
価
格
高
騰
。

地
域
経
済
を
循
環
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
。

小
谷
村
の
現
実
と
将
来
を
見
つ
め
合
う
。

話
し
合
い
、
考
え
、
協
力
が
で
き
る
村
に
。

宮
澤

　
正
廣

吉
岡

　
久
人

深
澤

　
英
喜

曽
根
原
　
　

　 

惠
子

吉 

澤
　

　
　
学

相 

澤
　
　
稔

玄
関
口
で
あ
る
南
小
谷
駅
周
辺
の
明
る
さ
と
活
気
を

取
り
戻
す
。

人
・
交
通
・
交
流
の
拠
点
と
し
た
活
用
。



8

▶ 二次元コードをスマホで読み取ると動画が見れます 

委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

令和７年度の重点事業
災害を伝える、移住定住強化、舗装工事

10年後の農業を見据えて
農地維持に取り組む地域計画！

動画はこちらから ▼吉
よしざわ

澤　学
まなぶ

 議員

清
し み ず

水　秀
ひ で お

雄 議員

問
令
和
７
年
度
予
算
の
重
点
事

業
は
。

答
村
長　

新
規
と
し
て
、
①
豪

雨
災
害
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え

る
事
業
、
②
移
住
促
進
住
宅
建

設
事
業
、
③
村
道
補
修
工
事（
舗

装
工
事
）
で
あ
る
。

問
観
光
に
お
け
る
重
点
施
策
は
。

答
村
長　

大
糸
線
の
利
用
促

進
、
南
小
谷
～
糸
魚
川
間
だ
け

で
な
く
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
区
間
も

利
用
促
進
施
策
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
登
山
道
の
整
備
に

対
す
る
協
力
金
の
徴
収
を
行

う
。
観
光
の
課
題
解
決
の
た
め
、

補
助
金
を
新
設
す
る
。

問
村
長
の
要
望
行
動
に
つ
い
て
、

ア
ポ
イ
ン
ト
は
と
っ
て
い
く
の
か
。

答
村
長　

当
然
ア
ポ
は
と
る
。

長
野
県
東
京
事
務
所
な
ど
へ
も

依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問
村
長
行
動
に
つ
い
て
、
報

告
す
る
必
要
は
あ
る
。
ホ
ー
ム�

ペ
ー
ジ
な
ど
住
民
に
対
し
て
も

理
解
で
き
る
よ
う
行
動
を
オ
ー

問
地
域
計
画
に
よ
る
目
標
面

積
・
推
奨
作
物
は
何
か
。

答
村
長　

中
山
間
地
域
直
接
支

払
交
付
金
事
業
に
よ
る
計
画
を

ベ
ー
ス
に
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

水
田　

１
５
７
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
畑
地
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ

れ
ら
農
地
維
持
の
た
め
水
稲
・

そ
ば
・
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど�

村
振
興
作
物
の
作
付
け
を
継
続�

す
る
。

問
担
い
手
や
新
規
就
農
者
・�

人
材
確
保
の
計
画
は
。

答
村
長　

認
定
農
業
者
、
認
定

事
業
者
が
各
地
域
の
核
と
な
り

農
業
の
担
い
手
に
な
る
よ
う
育

成
を
目
指
す
。
営
農
条
件
が
有

利
で
な
い
本
村
に
お
い
て
積
極

的
に
新
規
就
農
者
の
確
保
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
水
稲
面
積
・
推
奨
作
物
の
栽

培
し
て
い
く
た
め
の
支
援
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

農
家

へ
の
支
援
は
重
要
、
集
落
営
農

組
織
は
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
。

ソ
フ
ト
ハ
ー
ド
の
両
面
で
支
援

し
て
い
く
。

問
担
い
手
、
新
規
就
農
者
の�

育
成
計
画
は
。

プ
ン
に
す
べ
き
で
は
。

答
村
長　

行
動
内
容
に
よ
っ
て

は
公
開
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
公
表
方
法
は
私
の
や
り

方
が
あ
る
。

問
村
長
の
行
動
は
、
庁
内
で
も

把
握
で
き
て
い
る
の
か
、
ま
た

報
告
も
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
副
村
長　

政
策
的
に
国
の

省
庁
へ
相
談
に
行
く
こ
と
も
あ

る
。
全
て
の
行
動
を
詳
細
に
報

告
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
首
長
と
し
て
行
動
に
理
解

を
お
願
い
す
る
。

問
南
小
谷
周
辺
の
整
備
計
画
は
。

答
村
長　

踏
切
周
辺
の
村
道
整

備
内
容
が
決
定
次
第
、
利
用
す

る
整
備
計
画
に
は
い
る
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

関
係

機
関
と
連
携
し
育
成
を
計
画
を

し
て
い
る
。
補
助
事
業
の
斡
旋

を
し
な
が
ら
、
実
情
を
勘
案
し
、

可
能
な
支
援
を
考
え
て
い
る
。

問
今
後
、
農
地
維
持
の
仲
間�

が
減
少
。
水
路
農
道
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
、
労
力
削
減
の
方

針
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長 

農
業

者
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
。

作
業
効
率
化
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
な
ど
有
利
な
補
助
事
業
に

よ
り
環
境
整
備
を
行
う
計
画
を

進
め
て
い
る
。

今後も維持していく必要のある農地

平成7年の豪雨災害から30年

村
長
の
考
え
る
重
点
事
業

村
長
の
行
動
を
明
確
に

南
小
谷
駅
周
辺
整
備
を
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一
般
質
問

99

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

特急あずさの廃止
ＪＲ大糸線の今後の大きな分岐点になるのでは！

安心して暮らせる村になるために！
福祉と産業の充実

動画はこちらから ▼吉
よしおか

岡　久
ひ さ と

人 議員

曽
そ ね は ら

根原恵
け い こ

子議員

問
あ
ず
さ
の
乗
り
入
れ
廃
止
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
社
と
の
事
前
の

協
議
は
あ
っ
た
の
か
。

答
村
長　

７
月
26
日
、
担
当
者

に
対
す
る
説
明
以
降
、
12
月
ま

で
に
４
回
の
説
明
が
あ
っ
た
。

先
方
か
ら
の
説
明
・
報
告
で
あ

り
協
議
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

問
ダ
イ
ヤ
改
正
発
表
（
12
月
13

日
）
後
の
村
と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ

ン
は
。

答
村
長　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
首
長
と
し
て
の
言
葉
を
掲
載

し
た
。

問
本
３
月
議
会
に
お
け
る
行
政

報
告
に
お
い
て
も
、
大
糸
線
に

関
す
る
報
告
は
一
切
な
か
っ
た

が
な
ぜ
か
。

答
村
長　

行
政
報
告
の
必
要
が

な
い
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

問
Ｊ
Ｒ
は
自
治
体
へ
協
議
を
行

う
と
思
う
が
。

答
村
長　

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
ダ
イ
ヤ

改
正
の
考
え
方
や
利
用
の
少
な

い
路
線
等
の
説
明
で
あ
っ
た
。

問
村
民
の
困
り
ご
と
調
査
の
結

果
は
。
今
後
の
対
応
は
。

答
村
長　

70
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
調
査
し
た
。調
査
時
点

で
は
自
助
、共
助
に
よ
り
生
活
し

て
い
る
と
の
回
答
が
主
で
あ
っ

た
。自
ら
で
草
刈
り
や
除
雪
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、親
族
や
近
所

か
ら
の
協
力
体
制
が
続
い
て
い

る
。
た
だ
し
、
今
は
良
い
が
、
今

後
が
心
配
と
の
声
が
あ
る
。

問
訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に

よ
り
、
中
山
間
地
の
訪
問
介
護

は
効
率
が
悪
い
。
ま
た
、
介
護

事
業
者
は
正
規
・
パ
ー
ト
職
員

が
と
も
に
激
務
を
こ
な
し
て
い

る
。
正
規
職
員
を
増
強
し
、
慢

性
的
な
従
事
者
不
足
に
な
ら
な

い
た
め
の
対
策
は
。

答
村
長　

社
会
福
祉
活
動
に
お

い
て
、
村
で
は
事
業
者
に
対
す

る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
ご

指
摘
の
と
お
り
、
介
護
事
業
所

の
不
採
算
性
に
つ
い
て
は
認
識

12
月
３
日
に
は
、
３
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の

説
明
を
受
け
た
。

問
特
急
乗
り
入
れ
廃
止
で
ど
ん

な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

答
村
長　

乗
り
換
え
必
要
に
な

る
こ
と
、
南
小
谷
駅
で
の
接
続

が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
さ

ら
に
糸
魚
川
～
南
小
谷
間
の
乗

車
人
数
の
減
少
も
考
え
ら
れ
る
。

問
特
急
廃
止
だ
け
で
な
く
、
普

通
列
車
も
削
減
さ
れ
て
い
る
。

通
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
思
う
が
。

答
村
長　

Ｊ
Ｒ
側
の
判
断
で
あ

る
。

し
て
い
る
。

問
令
和
７
年
度
農
林
分
野
の
予

算
は
。

答
村
長　

村
独
自
の
支
援
策
は

考
え
て
い
な
い
。
国
庫
補
助
を

活
用
し
農
地
整
備
や
担
い
手
へ

の
集
積
を
考
え
た
い
。

問
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業

は
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
。

答
村
長　

小
中
学
校
周
辺
の
森

林
整
備
を
継
続
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
し
て
は
薪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
考
え
て
い
る
。

問
伐
採
だ
け
で
な
く
、
植
樹
す

る
こ
と
で
森
林
活
性
化
が
で
き

な
い
か
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　
価
値
の

あ
る
作
業
と
し
て
検
討
し
た
い
。

来馬河原のアカシヤを薪で利用

３月14日、『あずさ』を見送る村民

安
心
の
く
ら
し

産
業
の
振
興
を

在
宅
の
要
を
守
る
公
的

責
任
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▶ 二次元コードをスマホで読み取ると動画が見れます 

委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

ニュージーランド研修
厳格かつ正当な選考を求む！

移住者に対して
地域住民のサポート体制が重要！

動画はこちらから ▼横
よこさわ

澤　匠
たくみ

 議員

田
た

原
はら

富
ふ

美
み

子
こ

  議員

問
中
学
生
の
海
外
研
修
の
実

施
目
的
は
。

答
村
長　

国
際
社
会
に
対
応

す
べ
く
各
個
人
の
視
野
を
広

め
る
と
と
も
に
、
村
・
学
校
の

代
表
と
し
て
交
流
活
動
の
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。

問
村
と
し
て
期
待
す
る
効
果

と
は
。

答
村
長　

生
徒
が
見
聞
き
し

た
経
験
を
広
く
多
く
の
方
に

伝
え
る
こ
と
で
、
他
の
国
の
文

化
を
理
解
・
尊
重
し
国
際
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

に
期
待
す
る
。

問
参
加
人
数
が
４
名
と
い
う

理
由
は
。

答
総
務
課
長　

本
事
業
の
参
加

枠
は
４
名
で
あ
り
、
先
方
の
受

け
入
れ
体
制
も
踏
ま
え
た
中

で
設
定
し
た
。

問
８
名
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、

選
考
方
法
は
。

答
総
務
課
長　

作
文
及
び
面

接
、
抽
選
で
決
定
。
自
己
管
理

が
で
き
集
団
行
動
が
で
き
る

生
徒
を
選
考
し
た
。

問
面
接
を
英
語
で
実
施
し
た

問
移
住
定
住
促
進
の
た
め
、

課
題
で
あ
る
移
住
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、村
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

答
村
長　
「
小
谷
村
第
６
次
総

合
計
画
」
に
お
い
て
、
記
載
が

あ
る
。

問
移
住
促
進
住
宅
を
建
設
す

る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
移
住
促
進
住
宅
を
建
設
す

る
理
由
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

村
営

住
宅
は
維
持
費
が
増
大
す
る
こ

と
も
考
慮
し
当
面
建
設
は
し
な

い
。
移
住
促
進
住
宅
は
地
域
に

溶
け
込
ん
で
生
活
す
る
こ
と
か

ら
、
建
設
を
行
う
。

問
移
住
促
進
住
宅
の
入
居
者

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
、
地
区

へ
の
相
談
、
説
明
の
内
容
は
。

答
観
光
振
興
課
長　

入
居
者
へ

丁
寧
に
説
明
す
る
ほ
か
、
地
区

住
民
と
一
緒
に
地
域
の
状
況

も
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
る
。

問
移
住
者
に
対
し
て
、
生
活

上
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
必
要

と
の
こ
と
だ
が
、
英
会
話
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
採
点
基

準
は
。

答
総
務
課
長　

英
語
に
堪
能

な
職
員
か
ら
意
見
を
伺
い
、
村

長
以
下
で
基
準
を
確
認
し
選

考
を
行
っ
て
い
る
。

問
次
年
度
に
向
け
て
選
考
方

法
の
基
準
の
改
善
が
必
要
だ

が
、
改
善
点
に
つ
い
て
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
総
務
課
長　

改
善
す
る
余
地

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
意
見

を
踏
ま
え
て
最
善
の
策
を
考

え
た
い
。

性
が
あ
る
が
、
研
修
制
度
等
の

実
施
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

移
住

者
と
地
域
住
民
が
互
い
に
交

流
の
中
で
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
理
想
で
あ
る
。

問
村
が
所
有
す
る
宅
地
候
補

地
の
今
後
の
活
用
予
定
は
？

答
村
長　

住
宅
環
境
に
適
し

て
い
る
候
補
地
は
活
用
す
べ

き
と
考
え
る
。

問
移
住
促
進
住
宅
の
建
設
候

補
地
と
し
て
取
得
し
た
宮
下

地
区
の
宅
地
に
つ
い
て
現
在

の
計
画
は
？

答
村
長　

今
の
時
点
で
は
構

想
は
も
っ
て
い
な
い
。

移
住
定
住
の
取
組
み
に

つ
い
て

ニュージーランドの風景

移住定住促進住宅建設予定地（土谷地区）
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一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

村長『肝いり』の事業！
観光再生を目的とした未来づくり協議会

会社の清算結了に向けて手続き開始！
（株）おたりアセット

動画はこちらから ▼柴
し ば た

田　友
ゆうぞう

造 議員

相
あいざわ

澤　稔
みのる

 議員

問
水
道
管
の
老
朽
化
が
全
国

的
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
村
営
水
道
の
管
路
経
年
化

率
は
約
46
％
、
水
道
水
の
安
定

供
給
す
る
た
め
の
管
路
更
新

の
対
策
は
。

答
村
長　

村
営
水
道
の
管
路

延
長
は
約
１
５
７
㎞
。
法
定

耐
用
年
数
40
年
を
超
え
た
管

延
長
は
約
72
㎞
。
更
新
に
は
数

十
億
の
費
用
が
必
要
。
計
画
的

に
更
新
す
る
。

問
現
在
の
状
況
は
。

答
村
長　

令
和
５
年
度
、６
年

度
と
事
業
が
停
滞
し
た
こ
と

は
反
省
す
べ
き
点
と
捉
え
る
。

現
在
、
改
め
て
協
議
会
を
実
施

す
る
よ
う
担
当
課
で
調
整
し

て
い
る
。

問
ア
セ
ッ
ト
の
観
光
再
生
事

業
の
代
替
案
と
し
て
始
ま
っ

た
村
長
「
肝
い
り
」
の
事
業
で

あ
る
と
の
認
識
で
よ
い
か
。

問
会
社
の
清
算
に
向
け
て
課

題
で
あ
っ
た
訴
訟
が
結
審
し

た
と
聞
く
が
、
判
決
に
対
す
る

村
の
評
価
、
会
社
の
財
務
内
容

は
ど
ん
な
か
。

答
村
長　

昨
年
暮
れ
に
結
審

し
、
本
年
１
月
７
日
『
控
訴
棄

却
』
の
判
決
が
確
定
し
た
。
村

と
し
て
は
判
決
に
納
得
し
て

い
る
。
会
社
の
財
務
内
容
は
昨

年
９
月
の
議
会
で
報
告
後
、
詳

細
な
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

資
産
は
預
金
、
建
物
、
土
地
で

あ
る
。

問
会
社
清
算
に
向
け
た
手
続

き
や
資
産
の
処
分
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。

答
村
長　

清
算
結
了
へ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
資
産
を
ど
の

よ
う
に
処
分
す
る
か
で
異
な

り
、
ア
セ
ッ
ト
の
資
産
を
村
へ

寄
付
す
る
場
合
や
売
却
す
る

な
ど
清
算
の
手
法
が
あ
る
。

『
売
却
す
る
場
合
は
村
と
協
議

の
う
え
、
決
定
す
る
。』
と
説

明
し
た
過
去
が
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
現
時
点
で
は
明
確

に
答
え
ら
れ
な
い
。

答
村
長　

代
替
案
と
し
て
村

の
方
向
性
を
出
す
た
め
に
行
っ

て
き
た
。
遅
れ
て
い
る
こ
と
は

反
省
す
る
。

問
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た

の
か
。

答
村
長　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
た
か
ど
う
か
は
村
民
が
判

断
す
る
。

問
新
年
度
予
算
に
未
来
づ
く

り
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
地
域
や
住
民
が
主
体
の

観
光
事
業
で
は
な
い
か
。
既
存

の
地
域
づ
く
り
事
業
と
の
整

合
も
必
要
で
な
い
か
。

答
村
長　
意
見
と
し
て
捉
え
る
。

問
補
助
金
の
み
予
算
計
上
す
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
協
議
会

で
議
論
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
村
長　
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

問
会
社
資
産
の
処
分
と
し
て

は
売
却
を
前
提
に
村
出
資
金

の
回
収
を
図
る
こ
と
が
最
良

と
考
え
る
が
。

答
村
長　

現
段
階
で
は
回
答
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
売
却

す
る
場
合
は
競
売
、
公
売
が
考

え
ら
れ
る
。

問
転
売
な
ど
を
目
的
と
し
た

者
に
対
す
る
売
却
に
つ
い
て

は
、
応
じ
な
い
こ
と
と
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
村
長　

趣
旨
は
理
解
す
る
。

未
来
づ
く
り
協
議
会
に

つ
い
て

老朽化により破損した中土水道

観光地の再生は従前からの課題

水
道
事
業
に
つ
い
て
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村
有
施
設
の
あ
り
方

　
「〝
Ｓ
〟
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小

谷
」（
以
下
ウ
ェ
ル
ネ
ス
）
は
平

成
23
年
、
旧
北
小
谷
小
学
校
の

屋
外
プ
ー
ル
の
跡
地
に
完
成
し
た

温
水
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
な
ど
を
備
え
た
『
健
康
増

進
施
設
』
で
す
。
１
階
に
は
プ
ー

ル
と
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
、
岩
板
温

熱
浴
、
２
階
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
と
プ
ー
ル
を
見
下
ろ
す
一

角
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
プ
ー
ル
は
村
内
で
も
、
極

め
て
大
切
な
存
在
で
す
。

　　

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
専
門
の
指
導
士
が
そ
の
人
に

あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
器

具
の
調
整
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
適

切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
健
康

づ
く
り
に
大
い
に
役
立
つ
施
設
で

す
。
こ
の
施
設
は
、
館
内
暖
房
や

温
水
プ
ー
ル
熱
源
と
し
て
北
小

谷
温
泉
（
70
℃
）
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

70 代以上
32％

50 代～60 代
40％

30 代～40 代
19％

20 代以下
9％

■ 年齢層について

両方
28％

プール
41％

ジム
31％

■ 利用する施設のエリアについて

0

5

10

15

20

25

30

35

40
悪い

やや悪い

普通

良い

大変良い

■施設の評価は？

村外 26％

村内 74％

■ お住いの地域について

村
有
施
設
の
あ
り
方

〝
Ｓ
〟
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷

を
考
え
る
！

 利用者の声！ 利用者 65名にアンケート。｢施設は良い ｣が約 80％、
施設の清潔感やスタッフの対応に高評価！
しかし冬期の水温に不満など…。

・岩板浴はオープンした頃は熱かったけど、今はぬるい
・人手不足で平日に早く閉館してしまう　
・ジムの道具が地味
・冬になるとプールの水温が低すぎる

・清潔感がある　　　　　　　・綺麗でゆったりしている
・静かな環境で集中できる　　・広い空間で混雑していない
・リーズナブルな価格で利用できる
・施設内でリラックススペースの確保ができる
・送迎サービスがあり、便利で安心
・スタッフがとても親切でフレンドリー
・声かけがよく、親身になって接してくれる
・スタッフが施設内での指導やサポートを提供してくれる

喜びの声

不満の声

4 コース 25m の温水プール

トレーニングジムで健康増進
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村
有
施
設
の
あ
り
方

ウ
ェ
ル
ネ
ス
お
た
り
の
課
題

～
立
地
か
ら
施
設
の
構
造
～

　

住
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、

プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、

ま
た
体
育
館
も
完
備
し
て
い
る

ウ
ェ
ル
ネ
ス
。
し
か
し
な
が
ら
、

経
営
に
か
か
る
収
益
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
村
民
の
た

め
に
安
価
に
設
定
さ
れ
て
い
る

利
用
料
と
施
設
維
持
費
の
差
異

が
大
き
い
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
熱
交
換
に
よ
り
光
熱

費
な
ど
は
有
利
な
施
設
で
す
が
、

天
井
ま
で
の
空
間
が
と
て
も
広

く
、
暖
房
効
率
が
悪
い
こ
と
も

見
て
と
れ
ま
す
。

　

最
も
大
き
な
課
題
は
、
冬
期

の
水
温
の
低
さ
を
意
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
気
温
が
下
が
る
こ

と
で
夏
場
以
上
の
熱
量
が
必
要

で
す
が
、
施
設
の
温
度
維
持
に

対
応
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
現

実
で
あ
り
ま
す
。　

　

現
在
、
小
谷
村
で
は
ウ
ェ
ル

ネ
ス
の
指
定
管
理
者
に
対
し
て

運
営
費
と
し
て
約
１
０
０
０
万

円
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
小
谷

村
の
人
口
、
立
地
条
件
ま
た
利

用
料
金
と
来
館
者
数
を
勘
案
し

て
も
、
な
か
な
か
独
自
で
採
算

ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
は
厳
し
い

と
考
え
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　
　

ハ
ブ
に
な
る

～
施
設
の
特
徴
を
活
か
す
～

　

２
月
某
日
、村
内
女
性
グ
ル
ー

プ
が
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
訪
れ
、
体

操
や
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
を
目
的
に
毎
週
来

館
す
る
人
た
ち
で
す
。
談
笑
し

な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
ま
す
。
コ
コ
で
見

え
た
の
は｢

笑
顔｣
で
す
。
体

を
動
か
す
以
上
に
、
互
い
に
会

話
す
る
光
景
が
印
象
的
で
し
た
。

　

指
導
す
る
施
設
ス
タ
ッ
フ
の

荻
澤
ひ
と
み
さ
ん
は
、｢

仲
間

同
士
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
来

館
し
、
健
康
と
対
話
の
２
つ
を

楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る｣

と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。｢

居
場

所｣

や｢

集
合
場
所｣

と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

健
康
増
進
を
行
い
な
が
ら

仲
間
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
、
有
意
義
に
施
設
を
活
用

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

健
康
第
一
！

　

楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に

　

｢

健
康
寿
命
を
長
く
す
る｣

国
で
は｢

健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ

ン｣

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問

題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
な

い
期
間
を
指
し
、
72
～
75
歳
が

平
均
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

｢

40
～
50
代
の
運
動
不
足
や

生
活
習
慣
の
改
善｣
は
大
き
な

課
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
働

き
盛
り
で
時
間
が
と
れ
な
い
生

活
か
ら
、
運
動
不
足
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。　

ま
た
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業

を
企
画
す
る
小
谷
村
公
民
館
職

員
は｢

特
に
40
代
以
降
の
男
性

が
参
加
す
る
ク
ラ
ブ
が
少
な
い｣

と
の
こ
と
で
す
。

　

健
康
で
自
由
な
生
活
を
す
る

た
め
に
は
、
運
動
を
習
慣
に
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。｢

運
動

な
ど
し
た
結
果
を
デ
ー
タ
と
し

て
確
認
で
き
、
効
果
が
見
え
れ

ば
習
慣
化
で
き
る｣

と
健
康
推

進
係
の
担
当
者
の
意
見
で
す
。

他
の
自
治
体
で
も
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
健
康
づ

く
り
事
業
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
に
結
び
つ
け
る
な
ど
健

康
と
観
光
、
健
康
と
人
づ
く
り

を
実
践
す
る
事
例
が
多
数
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
も
健
康
作

り
ア
イ
テ
ム
と
し
て
活
用
で
き

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

仲間同士で運動講座！明るい笑い声が響く！

染谷オリビアさん

この施設のいい所は？
目的は？
プールで泳ぐこと。

感想は？
白馬周辺にきれいな
プールがあり嬉しい。
混雑していないので
泳ぎやすい。

　

村
民
の
健
康
増
進
や
福
祉
に
寄

与
す
る
村
有
施
設
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。
サ
ン
テ
イ
ン
も
保
養
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
す
。

　

村
民
の
健
康
維
持
や
交
流
の
場

と
し
て
設
置
し
て
い
る
施
設
は
、

当
然
採
算
が
と
れ
る
と
は
考
え
に

く
い
し
、
商
業
的
な
営
業
を
行
う

施
設
と
は
区
別
す
べ
き
で
す
。
村

民
の
憩
い
の
場
や
集
い
の
場
と
し

て
の
機
能
を
理
解
し
、
そ
の
事
業

に
対
し
て
村
で
も
支
援
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
り
ま
す
。
事
業
者
任

せ
に
せ
ず
、
村
全
体
で
利
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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ど
う
な
る
小
谷
村

　　大糸線を愛する
　　倉

くらもちたつや

持達也さん

　　昭和 34 年 8 月 26 日生
　　神奈川県藤沢市出身
　　大糸線応援隊 NO.1284

【経歴】
駒澤大学卒
富士物流株式会社　富士物流社史編纂に従事

【大糸線に興味を持った経過】
・昭和 50 年代、白馬へ行く予定で新宿から乗った夜行
急行アルプスで寝過ごし、終点の信濃森上駅まで行っ
てしまった。仕方ないので歩いて白馬駅まで向かう途
中の松川の橋から見た朝焼けの白馬岳の美しさが忘れ
られなかった。

・国鉄時代の長野鉄道管理局管内の列車が好きで、学
生時代によく乗りに行った。長野局管内は当時「アル
プス」「天竜」「きそ」等の急行列車が多く走っており、
大糸線にも何度か乗った。
◎ 2022 年 2 月 3 日、JR 西日本が出した「大糸線沿線
の活性化および持続可能な路線としての方策検討の開
始について」を見て、「胸騒ぎ」を覚え、ＪＲ西日本
管内の大糸線を訪れるようになった。乗車の都度、乗
降人員の把握等「誰にも頼まれていない調査」を実施。

ダイヤ改正の主な内容
改正前 改正後

上り 
新宿行き 南小谷発 15:00 白馬発　13:41

下り
白馬、南小谷
行き 新宿発 8:00

南小谷着 11:59 白馬着　11:40

信濃大町～南小谷間
（15 時以降に限る） 6 本 5 本（1 本減少）

　

12
月
13
日
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か

ら
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
「
特
急

列
車
の
輸
送
体
系
の
見
直
し
」
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
見
直
さ
れ
る

の
は
『
特
急
あ
ず
さ
』。
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
り
、
到
着
発
着
駅
が

南
小
谷
駅
か
ら
白
馬
駅
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
信
濃
大
町
駅
か
ら
南

小
谷
駅
間
の
普
通
列
車
区
間
も

減
便
の
内
容
も
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
区

間
に
お
け
る
、
乗
降
者
の
減
少
な

ど
南
小
谷
駅
以
北
の
話
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
信
濃
大
町
以
北
の

ダ
イ
ヤ
改
正
が
、乗
客
や
村
民
、 

ま
た
利
用
数
に
ど
ん
な
影
響
を

も
た
ら
す
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ど
う
な
る
小
谷
村
の

　
　
　
　
　
　

   

公
共
交
通

ー
大
糸
線
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
の
影
響
ー

3
月
15
日
以
降

 

ど
ん
な
影
響
が

 
 
 
 

あ
る
の
か
？

　

こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
受
け
て
、

3
月
27
日｢

大
糸
線
を
考
え
る

懇
談
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

以
前
よ
り
、
大
糸
線
の
乗
降
調

査
や
鉄
路
振
興
に
ご
教
示
く
だ

さ
い
ま
し
た
大
糸
線
応
援
隊
の
倉

持
達
也
氏
を
お
招
き
し
、
大
糸

線
や
公
共
交
通
に
つ
い
て
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。
議
員
の
他
、
観
光

関
係
者
、
議
会
か
ら
依
頼
し
た

村
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の
影
響
に

つ
い
て
、倉
持
さ
ん
は
従
前
か
ら
南

小
谷
以
北
で
の
乗
降
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、

｢

西
日
本
区
間
の
乗
降

者
数
への
影
響
が
大
き
い｣

と
予
想

し
ま
し
た
。『
あ
ず
さ
』
か
ら
南
小

谷
に
接
続
す
る
、糸
魚
川
か
ら
南

小
谷
、そ
し
て『
あ
ず
さ
』へ
乗
り

換
え
る
。1
日
の
乗
車
数
の
半
分
を

占
め
る
こ
の
接
続
が
な
く
な
る
と
、

西
日
本
区
間
は
大
き
く
乗
客
数
が

減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。｣

と
の

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
大
糸
線

増
便
バ
ス
を
利
用
し
た
方
が
白
馬

発
の『
あ
ず
さ
』へ
の
接
続
が
便
利 

で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　｢

あ
く
ま
で
持
論｣

と
の
意
見

で
す
が
、
南
小
谷
以
北
に
つ
い
て

は
、
通
勤
通
学
で
の
利
用
よ
り
、

観
光
地
を
最
終
目
的
地
と
す
る

乗
車
の
ほ
か
、
山
か
ら
海
へ
の
列

車
の
旅
を
好
む
乗
客
が
多
い
傾 

向
と
の
こ
と
で
す
。
白
馬
駅
、
南

小
谷
駅
で
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
継
ぎ
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
で
、
こ
の
春

以
降
の
乗
車
人
数
に
ど
ん
な
影
響

が
出
る
か
不
安
と
の
こ
と
で
す
。

南小谷駅であずさを見送るゆるキャラ
（令和４年）
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ど
う
な
る
小
谷
村

大町岳陽高校へ通学するＮさん
令和 7 年 3 月のダイヤ改正により電車の本数 ・ 時間に変更があったことで帰宅
する時間が遅くなる。
　�● �部活動等が休み・所属していない場合
　　�第 6 時限終了が 16:05、HR 終了が 16:20。ダイヤ改正前は信濃大町駅発

16:36、南小谷駅着 17:35 だったが、改正後は信濃大町駅発 17:08、南小谷
駅着 18:01 となり、到着が 25 分ほど遅くなる。

　●� 部活動等がある場合
��　　�部活動等終了がおおよそ 18:30。ダイヤ改正前は信濃大町駅発 19:26、南

小谷駅着 20:24 だったが、改正後は信濃大町駅発 18:55、南小谷駅着 19:51
となる。南小谷駅着の時間は 30 分ほど早まるが、片付け等で時間に余裕が
なく、上記の時刻で乗れなかった場合、信濃大町駅発 20:21、南小谷駅着
21:16 となる。

�　　�ダイヤ改正により、部活動の時間を早めに切り上げるしかないが、他のメ
ンバーに負担や気遣いがあり苦労するといった声がある。保護者からは部
活動に専念してほしいという意見もある。

　●� 半日で学校が終了する場合
　　�授業や部活が、午前中のみで終了する場合、今までは信濃大町駅発 12:21、

南小谷駅着 13:20 だったが、改正後は信濃大町駅発 12:04 で乗車が厳しい
状況。次の列車は信濃大町発 15:16 となり 3時間の待機となる。

白馬高校へ通学するＹさん
　●� 部活動等が休み・所属していない場合
　　�第 6 時 限 終 了 が 15:15 で HR 終 了 が 15:30。 ダ イ ヤ 改 正 前 は 白 馬 駅 発

15:51、南小谷駅着 16:10 だったが、改正後は 15:59 白馬駅発、16:17 南小
谷駅着となり、到着が７分ほど遅くなる。従前とさほど影響ない。

　●� 部活動等がある場合
　　�部活動等終了がおおよそ 18:00。ダイヤ改正前は 18:40 白馬駅発、18:59 南

小谷駅着だったが、改正後は 19:32 白馬駅発、19:51 南小谷駅着となり、
南小谷駅の到着が 1時間ほど遅くなる。

特
急
よ
り
も

　
大
き
な
負
担
が
！

　
　
　
高
校
生
の
叫
び

　

今
回
の
懇
談
会
に
、
実
際
に

Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
大
町
市
へ
通
学

し
て
い
る
高
校
生
に
は
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
の
か
？

　

懇
談
会
に
は
、
通
学
す
る
学

生
の
親
族
が
出
席
し
、
通
学
へ

の
影
響
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

近
年
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
ダ
イ

ヤ
改
正
が
な
く
、
通
学
へ
の
影

響
を
考
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
春
の
ダ
イ
ヤ
改

正
は
、
利
用
者
に
は
少
な
か
ら

ず
影
響
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
小
谷
村
在
住
の
高
校

生
で
大
町
市
へ
23
人
、
白
馬
村

へ
12
人
。
全
て
が
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
て
の
通
学
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
、
昨
年
か
ら
利
用
し
て
い
た

高
校
生
は
戸
惑
う
と
の
意
見
で

し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
次
の
要
望

を
意
見
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
の
切
実
な
希
望

で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

村

は
、
特
急
あ
ず
さ
の
乗
り
入
れ

廃
止
を
主
に
説
明
し
て
い
る
が
、

本
題
は
住
民
へ
の
影
響
の
方
が

課
題
で
は
な
い
か
。
小
谷
村
か

ら
高
校
へ
の
通
学
に
負
担
が
か

か
る
こ
と
は
、
子
育
て
政
策
や

移
住
定
住
施
策
と
の
矛
盾
が
生

ま
れ
る｣

と
言
っ
た
意
見
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。

あ
ず
さ
復
活
の

　
　
道
し
る
べ
！

す
ぐ
に
行
動
す
べ
き
！

　　
〝
あ
ず
さ
復
活
〟
に
向
け
た

議
論
で
は
、｢

ま
ず
臨
時
特
急

を｣

が
倉
持
さ
ん
の
提
案
で
す
。

全
国
の
事
例
か
ら
特
急
の
廃
止

を
覆
す
の
は
か
な
り
厳
し
い
そ

う
で
す
。
ま
ず
臨
時
列
車
の
誘

致
か
ら
始
め
村
民
の
盛
り
上
が

り
や
利
用
者
増
へ
の
取
り
組
み

を
と
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

｢

た
だ
し
、
臨
時
列
車
の
運
行

に
は
半
年
ほ
ど
調
整
時
間
が
必

要｣

と
の
こ
と
。
臨
時
便
を
含

む
〝
あ
ず
さ
復
活
〟
を
掲
げ
る

な
ら
ば
、
素
早
い
行
動
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

①�

ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
住
民
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た

運
行
を
！

②�

通
学
し
て
い
る
生
徒
や
保

護
者
へ
も
説
明
・
相
談
す

る
機
会
を
希
望
す
る
！

③�

運
行
本
数
が
削
減
さ
れ
る 

な
ら
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど

代
替
を
お
願
い
し
た
い
！

④�

運
休
も
同
様
に
代
替
輸
送

が
欲
し
い
。公
休
扱
い
と
な

る
が
学
校
へ
行
き
た
い
！

臨時列車や特急が南小谷駅へ集結
（令和5年のイベントの様子）
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議
会
活
動
報
告

新
ゴ
ン
ド
ラ
を
視
察

�

～
雄
大
な
景
色
を
演
出
～

　

３
月
４
日
、
白
馬
村
の
岩
岳

マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に
昨
年
12

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
ゴ
ン
ド
ラ

リ
フ
ト
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

38
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
車
内
空
間
が
広
く
３
６
０

度
見
渡
せ
る
全
面
樹
脂
ガ
ラ
ス

の
快
適
な
空
間
で
し
た
。

　

北
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
の
ほ
か
、

小
谷
村
方
面
、
雨
飾
山
や
火
打

山
な
ど
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公

園
の
山
並
み
も
一
望
で
き
ま
す
。

10
人
乗
り
、
１
時
間
あ
た
り

２
４
６
０
人
の
輸
送
力
が
あ
る

快
適
な
空
中
散
歩
が
提
供
で
き

る
施
設
で
し
た
。

小
川
村
議
会
が
訪
問

�

～
議
会
の
情
報
発
信
～

　

２
月
17
日
、
小
川
村
議
会
が

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
目
的
は
、

議
会
の
広
報
や
広
聴
の
改
革

を
検
討
し
て
い
る
中
で
、
小
谷

村
議
会
の
広
報
手
法
の
視
察
で�

し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
一
般
質
問

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
や
、
議
会

だ
よ
り
の
刷
新
の
経
過
な
ど
を

懇
談
し
ま
し
た
。
小
谷
村
議
会

広
報
委
員
長
の
相
澤
稔
議
員
は
、�

｢

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
原
稿
収
集

か
ら
確
認
作
業
を
デ
ジ
タ
ル
で

情
報
共
有
し
て
い
る
」
と
答
え
、

特
集
内
容
の
質
問
に
対
し
て
は�

｢

特
集
内
容
を
広
報
委
員
で
協
議

し
、
テ
ー
マ
を
決
定
し
て
原
稿
に

し
て
い
る｣

と
説
明
し
ま
し
た
。

４面ガラス張りのゴンドラ

小川村議会議員訪問

編
集
後

編
集
後
記記

　

厳
し
い
長
い
冬
を
乗
り
越
え

待
ち
わ
び
た
春
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
入
園
、
ご
入
学
、
ご
進
学
、

ご
就
職
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

健
や
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
田
ん
ぼ
や

畑
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
ま
ず
野
菜
の
種
ま
き
か

ら
で
す
。
ど
の
畑
に
何
を
植
え

よ
う
か
…
と
、
う
き
う
き
し
な

が
ら
作
業
を
し
ま
す
。

　

農
作
物
は
天
気
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
ま
す
。
雨
が
多
す
ぎ
て

も
ダ
メ
、
少
な
く
て
も
ダ
メ
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
一
番
の
恐
怖
は

獣
害
で
す
。
何
と
か
し
な
い
と
。

　

保
育
園
や
学
校
給
食
に
地
元

の
農
作
物
を
提
供
し
、
た
く
さ

ん
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
私
の

喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

�

（
広
報
委
員　

田
原
富
美
子
）

議
会
活
動
報
告

子ども達を見守る～元気よく学んでほしい～
表紙のひと　 相澤八重子さん（宮下）
　｢おはよう！｣｢気をつけてね！｣、中学校下の通学路でにこやかな
声が響きます。
　声をかけられた小学生は、その倍以上の大きな声で｢おはようござ
います！｣と返します。
　通学路の1コマの風景。毎朝通学路で見守ってくれるのは、相澤八
重子さんです。

　ご存じのとおり、相澤さんは教員として多年子ども達の指導を行ってきました。｢相澤�
さん｣よりも｢相澤先生｣と言った方が馴染みがあります。
　「子ども達にあいさつされることで、自分が元気をもらえる！
お節介かもしれないけど楽しいです！」　毎日子ども達に笑顔
で接してくれる相澤さん、本当に頼もしいです。
　朝の小谷村民の温かさが伝わる光景です。


